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1955年製のヤマハ発動機「YA-１」（愛称：赤とんぼ）
写真提供：ヤマハ発動機㈱　　＜写真説明文＞表紙裏

◆内容◆

１ 年頭挨拶　　　　　　　好川純一

２ 我が社のＱＣ活動 ～大同メタル工業㈱～

３ 協会だより（管理者・スタッフ大会、品質コラム）
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協会だより

furuyaの品質
　「マネジメントとは何か？」多くの経営者や管理者にとって、これは決して簡単な問い

掛けではない。日本にマネジメントの概念が持ち込まれたのは、戦後のＧＨＱによると言

われている。その中の一人に有名なデミング博士がいた。戦後日本の高度経済成長を支え

たのが、米国からもたらされたマネジメントの理解と実践であり、こうした努力が日本の

品質を高めて、今日の繁栄につながったのである。

　反面、日本製品の品質が際立って良くなったために、大量生産の時代を経ていつの間に

か、「品質（Quality）＝製品品質」というイメージが定着してしまった。そして「品質管理

（ＱＣ）」は製造業の事、生産現場の事となってしまったのである。もともとはマネジメン

トをしっかりやることで、品質が良くなるということだった。米国で1980年代に創設さ

れたマルコム・ボルドリッジ賞では、Qualityはあらゆる質を意味しており、製造業はもち

ろんのことサービス業、中小企業、教育、医療など、幅広い分野の組織がマネジメントを充

実させたことで、米国の競争力回復の原動力となっていった。

　企業の目指すべき姿である“質創造”（価値創造＋品質保証）の実践こそが、これからの

企業経営、組織運営に求められている。新年を迎え、“質創造”のためのマネジメントを多

くの企業、組織が理解、実践されて、持続的な成長を図っていかれることを祈念したい。

[編集後記編集後記]　お正月はなぜおめでたいのでしょう？「祥福」「瑞兆」「福俵」「賀祝」「有慶」等々、

用いられる季語はめでたい言葉であふれてますが、元来おめでたいのでなく、これらの言葉を

並べて祝うことで、心新たにし、福を呼び込むということだそうな。

であれば、この新年は思い切り祝詞を述べて、福を呼び込もむことからはじめよう☆
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3月1日　中部品質大会　管理者・スタッフ改善事例大会開催！

２０１３年３月１日に、名古屋駅前の「ウィンクあいち」で開催します。

　内容は①当地区優良事例 7件の発表

　　　　②記念講演：広島大学大学院精神神経医科学　教授　山脇成人氏

　　　　　（H24 年文部科学大臣賞受賞）

　　　　　テーマ「現代社会を襲う　うつ病を科学する～脳機能を科学的に解明」

いずれも最新の実践における科学的・論理的アプローチの数々。ぜひ、御参加下さい。

H25年度、日本規格協会名古屋支部との連携事業がはじまります！

　日本のものづくりの拠点として、大きな位置を占めるここ中部の企業様により深く、

より「品質」を戦略として浸透いただき、より高く発展いただくために、これから連携

をはかってゆきます。まずは「品質管理ベーシックコース」を「品質管理総合セミナー」

（6 月開講）として合同開催します。乞うご期待下さい。
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